O-145 核グレード(腫大)を利用した小型肺腺癌の悪性度評価(病理,第49回日本肺癌学会総会号) by 中里 宜正 et al.
O-145 核グレード(腫大)を利用した小型肺腺癌の悪
性度評価(病理,第49回日本肺癌学会総会号)
著者 中里 宜正, 南 優子, 小林 弘美, 穴見 洋一, 野口
雅之, 蔦 幸治, 呉屋 朝幸
雑誌名 肺癌
巻 48
号 5
ページ 481
発行年 2008-10-05
権利 特定非営利活動法人日本肺癌学会
URL http://hdl.handle.net/2241/00128120
腕・議:第48巻. 5~ 2008年10月
。幽145 核グレード(滋大)を利用した小滋櫛線識の懇
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中援笈lE1・南 磯子1・小林弘爽i・穴見洋一l
野口雅之1・J務 挙治人呉E議場j芸評3
筑波大学大学院人間総合科学研究科1.溺立がんセンター
中央鋳綴臨床検査部2.務林大学付属荊院外科3
2cm以下の採発性騎穣癌寂縛を対象に麓議灘践の核グレ}ド(媛大)による
懇性度分類の可能性を追求し，窓性度分類の基準穫のJj!j量化を試みた.193 
年i月かち2∞0*12月までに援立がんセンタ}中央鋳携で義行した2cm
以下の原発性蹄嬢癌特捜鱗l1僻の切除検体での揺義援大誤認のプレパ
ラ}トをめ犠討した.援護鶏1.核の$1;;むこはlmageProc部sorforAna. 
lytiC-M Pathology (1P AP ;住{ヒテクノサー ゼス(株))を稜mし鐘大した教
を5視野50鑓描出し，海嶺，潟蕗{を，類持率，長斡援を議定した.Receivcr 
OperatorCharacterisnc curve (ROC蕗綾)から予綾不良群が婚出可能な諮
定穣を推定し.Kaplan叫Meier掻緩から生存率を求めた.症例の内訳は男性
64筑女性的制，年齢は38議から絞殺平均60.5土9.8畿でおった.野口
分懇でt;!:TypeA12低 B14錦， C66悦 D27鈎， E8憐.F6鍔であった.
調定結果i主義逝識の最小銭3日間己最大義107.2}ml.平均62.0さ16.5lma
で，綾j主軸径は最小鍍7s凶1，最犬鐙13がUl，平均10.2バぬmであった.
ROC甑繰の由競下積績拡接掻稜0.754.核長輸経0.735であり，真の犠牲率
(感度)を75%に設定し，綾部議67詳滋，2.1実長斡径10.7凶lをカットオフ鐙と
した.殺説務を 67j.tml未満 (A群)と以上 (B 群)の 2 許~~こ分けたところ，
5年生存率A:棋).49もvsB:57.7先 (P=(}.OOOl)であった.また~.軸穫を 10.7
1m *溝{C群)と以t.(D群)の2群iこ分けたところ.5年生存率C:8.6誌
vs D : 61.8% {p.;:. 0.0∞訟で為った有意なif!を認め，締約，7~m!，縦教
護10みロ1をカットオフ強とすると感度O.花で組議翠を考慈しなくとも核
グレー ド務定のみで5年畿の生存を予i題することが可能であった，
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